
は、有機EL素子の商業利用を考えた際に必須である。

消費電力の低減に最も効果的であるのは、より低い

電圧での素子駆動を達成することである。この駆動電

圧の低下には、電子・正孔の両キャリアに対する高い

移動度を有する電荷輸送材料が必要である。代表的な

正孔輸送材料としてはN, N'－Di（1－naphthyl）－N, N'－
diphenylbenzidine（α（ 61 ）
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1．緒　　言端を発する

2）。Tangらによる有機ELの開発における

ブレイクスルーは、①有機材料を2層積層して電荷輸

送と発光とに機能分化させたこと、②積層する有機物

を真空蒸着法により薄膜化したこと、③薄膜が結晶化

しないアモルファス材料を選定したこと、などであっ

た（図１）。現在ではさらなる多層化による機能分化

によって、より高性能な有機EL素子が作製可能とな

ってきている3, 4）（図２）。

しかしながら、有機ELにはまだ多くの技術課題が

●低電圧、長寿命を達成する有機EL用新規電子
輸送材料の開発

陰極ガラス基板＋－＋－＋－＋－図１電子輸送層発光層正孔輸送層正孔注入層：：：：：EILETLEMLHTLHIL図２　有機EL素子構造の変還
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